
 

「第三者評価に参加して～事業者からのコメント～」 

三 六 保 育 所 

 

第三者評価に参加するにあたり、職員で自己評価を行い、自分たちの保育を
ふり返り見直しをすることができました。 
 見直しをしていく中で、問題点をあげ職員間で検討しながら、改善できる所
から取り組みをすすめていきました。 
 
 
○ ケース会議   気になる子どもの援助のあり方を職員で話し合う会議と

して、年間計画を立て、定期的に会議を開催しています。
話し合いを持つことで、今後も子どもや保護者をより理解
し、適切な支援ができるよう努力していきたいと思います。 

 
○ 保護者との相互理解 

 子どもの保育所での様子や家庭での様子を語り合いなが
ら、育児に関して話す機会を設けています。 
全保護者を対象に個人懇談会を開催し、保護者が参加しやす
い形で開催の日程や時間を配慮しながら行っております。 
ゆったりとした時間の中での懇談は、信頼づくりの場と
なって保護者の中に定着してきたことをうれしく思いま
す。 

 
○ 児童虐待    子どもの心身の健全な発達を保障していく為に、保育所

の果たす役割の大切さを痛感しております。子どもが今を
よりよく生き、安心して生活できるよう、日頃から、保護
者とコミュニケーションづくりを行い、早期の発見、防止
に努めていきたいと思っています 
これからも関係機関と連携し、適切な対応、支援ができ
るようにしていきたいと思います。 

 
 第三者評価結果をもとに、これからも保護者との信頼関係を深めながら、子
どものよりよい育ちを保障していけるよう、職員全員で研鑽を重ねてまいりま
す。 

※再評価（３年次評価） 

 

  


